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１．概要

◼ 第39回検討会において原子力規制庁から提示された「福島第一原子力発電所
1号機及び3号機の事故初期高線量率の原因推定に向けて（問題提起）」の
関連情報として、2015年に実施した1号機MSIV室調査およびエアロック室
調査に関する追加情報を整理した。

• 1号機MSIV室内の高線量箇所に関する追加情報

• 1号機エアロック室内で採取された堆積物の分析結果
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２．1号機原子炉建屋1、2階の概略図（平面図、断面図）
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◼ 1号機原子炉建屋内のMSIV室およびエアロック室等の位置関係を整理
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３．1号機MSIV室内の高線量箇所に関する追加情報（1/3）

◼ 2015年に実施した1号機MSIV室調査においてHVH天板上に高線量率（1000mSv/h超）を
確認

「1号機原子炉建屋1階小部屋調査のうち主蒸気弁室、エアロック室調査結果について(2015.12.24公表)」より抜粋
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３．1号機MSIV室内の高線量箇所に関する追加情報（2/3）

◼ 2015年の調査結果

• 高線量が確認されたHVH天板に滴下痕と思われる汚れを確認

• HVH天板上方のダクトサポートにも汚れがあり、その上方から滴下したと推定

①滴下痕（拡大） ②ダクトサポートの汚れ（拡大）

HVH-24付近調査画像

②ダクトサポートの汚れ

③γカメラ撮影により確認された
線量寄与の高い箇所

①滴下痕
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３．1号機MSIV室内の高線量箇所に関する追加情報（3/3）

◼ MSIV室上階にはSGTS室があり、SGTS室内にあるファンネルがHVH天板上方の床ドレン
配管と接続している（図中ピンク色）

◼ SGTSフィルタトレイン近傍の床面で高線量率（2000mSv/h超）を確認（2020年度調査）

➢ フィルタトレイン内の放射性物質（逆流したベントガスが凝縮したものと推定）が、
MSIV室内で床ドレン配管を介してHVH天板に滴下した可能性が考えられる
（当時の調査では、HVH天板上方の状況は確認できず）

1号機SGTS室内線量率測定結果 (2020年12月測定)

「1-4号機SGTS室調査の結果について(2021.3.25公表)」に追記

MSIV室内配管概略図

●：ファンネルの
おおよその位置
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４．1号機エアロック室内で採取された堆積物の分析結果（1/2）

◼ 2015年に実施した1号機エアロック室調査において、X-53ペネ周りで確認された白い
粉状の堆積物を採取し、分析を実施

「1号機原子炉建屋1階小部屋調査のうち主蒸気弁室、エアロック室調査結果について(2015.12.24公表)」より抜粋
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４．1号機エアロック室内で採取された堆積物の分析結果（2/2）

◼ 含有核種の把握を目的とした定性分析として、質量分析および放射線分析を実施した
結果、RPV内またはPCV内由来と考えられる元素、核種を検出

⚫ 質量分析による主な検出元素

✓ U（燃料成分）

✓ TeやNd（FP成分）

✓ FeやCr（構造材成分の可能性）

✓ NaやCa（海水成分の可能性）

✓ Pb（PCV内遮蔽体成分の可能性）

✓ Mo（FP成分またはPCV内由来の可能性）

⚫ γ線分析による検出核種

✓ Cs-134およびCs-137（FP成分）

✓ Am-241（燃料由来）

⚫ α線分析による検出核種

✓ Pu-239 + Pu-240 （燃料由来）

✓ Pu-238 + Am-241（燃料由来）

スミア試料の外観
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（参考）1号機MSIV室調査で使用した調査装置の概要

「1号機原子炉建屋1階小部屋調査のうち主蒸気弁室、エアロック室調査結果について(2015.12.24公表)」より抜粋
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（参考）2020年度に実施した1号機SGTS室調査結果（抜粋）

◼ γカメラ測定の結果、ドレン配管やファンネルと思われる箇所近傍に高線量率を確認

③

測定箇所③におけるγカメラ測定結果（オーバーレイ画像）

北西南 東東

γカメラ
設置箇所

●：ファンネルの
おおよその位置

「1-4号機SGTS室調査の結果について(2021.3.25公表)」に追記

1号機SGTS室内線量率測定結果 (2020年12月測定)

測定箇所④におけるγカメラ測定結果（オーバーレイ画像）

④

ファンネルと
思われる箇所

ドレン配管と
思われる箇所

南東北 西西


